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中居中也の辞による

未来へ向けた 触 と辞コ ンサ ー ト

- ･新作オ ペ レ ッ タ - ･

r 復興の船｣
少年は津波に流されて ようやくあ る為に辿り着い た｡ 島で は ､ 流れ者い た人たちが r復興! # 典!｣ r 拝!

辞!j などと書 いなが ら歌 っ た り柄 っ た り･して い た｡
と こ ろが ､ 島か と患 っ たとこ ろは大きな船で した｡ しか も､ 船はガ レ キ と廃棄物と放射性物部こよ
っ て闇の世界 - と流されて い るの だ｡
とある日 ､

少年の 前に翁が現れ て ､
r 早く船を救え｡ 皆で漕げ ! j と ､ 少年は

一

生懸命人 々 を挽き

伏せて , やがて船は明るく楽 しい国 へ と逓み始める｡

< プ ロ グラム >

1 部
○ シ ンポジウム

芸術的観点から境魂と復興と幹を静る

○ラ ニ ･ フ ラ ･ メイツ ア ラ

○中原中也 の 辞による歌曲

劇団すぎの こ

O ｢ かもとりごん べ えj
オ ペ レ ッ タ

o r 日本丸 の復典J 飴屋善争 ･ 作
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主催 : N P O 故人 創る村 後援 : 仙台文学館 ･ 中原中也記念館

※ シ ル J <
- セ ン タ ⊥は妊車埠が利用できません の で ､ 公共の交通機関の ご利用 ､

また は 一 般有料駐車場 の ご利用をお顔 い いた しますo



我* のシ ンボル r先の見えるホ ー プス テ ー ジJ 落成t!女

中庚申也の許による

未来 へ向けた典故と幹コ ンサ ー ト

多く の 人が目 の前の韓で亡くな っ た｡ 蔑された人 々 は, 毎日 の ように

海を見て 杜､ 眺め る度に寂 しい思い に♯われるだ ろう｡ で も海は僧め

な い ｡ 海を前に何とは かない 人間の
一 生かと -

｡

中也 は ､ 自ら の辞を通 して ､ こ の壮姓な人生を破かく美しく済出 した｡ こ の 中也 の辞ほ ど死者を

弔い ､ 生き裁 っ た人 の使命と命の辞を敦く歌 い 叫んだもの はな い .

- ･ 新作オ ペ レ ッ タ
- ･

｢ 復興 の船｣
少年は津波 に流され て よ うやくある島に辿り着いた｡ 鳥で は ､

流れ者 い た人たちが ｢復興!

復興!J r 幹! 辞!l な どと青 い なが
と こ ろが ､ 島か と思 っ た と こ ろ誤

つ柄nノたつ

きな
物質 に よ っ て 闇の 世界 - と溌され て い る の

と ある 日､ 少年 の前 に 翁が 現れ て ､ ｢ 早く

た り して い た ｡
た
｡
しか も､
~
船 は ガ レ キと廃棄物と放射性しで船

鼠
を簸き伏せ て ､ や が て船 は 明るく楽 しい 国 -

< プ ログラム>
-

部

シ ンポ ジウム
r 芸術的観点か ら鎮魂と粋と復興｣ を

語る

ラ ニ
･

フ ラ ･ メ イツ

中原中也の詩による
- 未来 - 向けた鎮魂と秤の歌曲 -

二部

文化家 財 団 劇団すぎの こ
r か もとり ごん べ いJ

オ ペ レ ッ タ

｢ 復興の 船｣ 飴崖善敏 ･ 作

と
救え｡ 皆 で滑lヂ ! j と ､ 少年は

一 生懸命 人 々

進 み始 め る.

2 0 1 2 年 3 月 1 1 日( 日) 午後 1 時3 0 分 - 開済(開場 1: 00 )

仙台市 シ ル バ ー セ ンタ ー 交涜ホ ー

ル

※ シ ル バ
ー セ ン タ

ー

は駐車場が ござい ませ んの で ､ 公共交通機関の ご利用 ､
または 一 般有料駐車場の ご利用をお願 いい た します｡

主催 : N P O 法人 創 る村 後壌 : 仙台文学輯 ･ 中原中也記念館
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